





ると図 1（2017 年 7 月 1 日）が得られた。
図 1　“Big Data”の出現比率の推移（Google Ngram から）
























のシステムRをもとにしたRadiant や R…Analyticflow などがある。
　Radiant はWeb ベースの対話型システムであり、分析者が分析パラメータを設定しながら












る。例えば、2016 年 6 月にはUKにおいて国民投票の結果、EU離脱が決定されて、さらに同
年 10 月のメイ首相の演説で行われた。これに対応しポンドの為替レートでの変化が観られた。
2016年1月から2017年8月までのGBP／JPYの為替レートの週ごと変化のデータを収集した。
図 4　 GGP/JPY の週ごとの為替レートの推移（終値）
このデータは 2016 年 6 月に為替レートの変化があったことを示唆するが、変化の幅について
情報がないために、その検証はできない。しかし、ここで以下のような構造モデルを想定して
みる。ある時点 tでの平均… とデータ について
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図 5　MCMC サンプルの中央値と MCMC サンプル 95% 信用区間、MCMC サンプルの 50% 信用区間
この結果はシミュレーション結果であるので、再度分析を行えば解は変化するので、解の収束
について確認するために複数回実施して確認した。この平均の分布から、国民投票時の為替レー
トの変化の大きさを評価できる。
　Volume（容量）・Variety（種類）・Velocity（頻度・スピード）・Value（価値）の 4Vで表
現されるビッグデータに、ベイズモデルをどのように適用するかの課題は残されているが、こ
のようなフレームでの変化に関する評価が可能となることは意思決定の支援に関して大きな寄
与となると考えられる。
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